
(8) あいの風だより

ホタルイカ

県民広報紙

富山県のさかなシンボルマーク

4月から 6月の産卵期に、常願寺川

河口付近から魚津港にかけての沿岸を、

青向い光を放ちながら群遊する。なぜ

発光するかについては、威嚇、幻惑、

餌寄せなど様々な説があり 、“富山湾の

神秘"となっている。

桜煮や酢味噌あえなどは、富山の春

の食車を飾る代表的な味覚。

ご存じですか?県のさかな
県では、水産業のイメージ‘アップと消費拡大を図るため、“富山湾の王者"

ブリ、“富山湾の神秘"ホタルイカ、“富山湾の宝石"シ口工ビの3種を「富

山県のさかなJとして選定しました。

成長の段階でツパイソ (コズクラ)、ガ

ンド、ブリと呼び名を変える出世魚。その
かん

精惇な顔つきには、“富山湾の王者"として

の風格が漂う。

産卵前の11月から 1月にかけて漁獲され

る脂の乗った「寒ブリJは特に美味しい。
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“あいがめ"と呼ばれる富山湾特有

の深い海底谷に生息する珍しいエピで、

富山湾が世界唯一の漁場。4月から11

月にかけて漁獲される。生きているも

のは透明なピンク色で、“富山湾の宝石"

と呼ぶにふさわしい美しさ。

寿司やかき揚げとして食され、その

味は絶品である。

秘境 ・黒部峡谷の険しい自然、に固まれ、実際に目

にした人は少ないといわれる鋼大滝。すぐそばまで

近づいても、轟々と響く爆音だけが聞こえてその姿

が見えないことから“幻の滝"と呼ばれる。

黒部ダムから“下の廊下"を歩くこと数時間、十

字峡に到着するが、登山道はここまで。十字峡から

剣沢を1.5kmほど遡った所にその滝はある。しかし、

水量の多さと両側に切り立つ壁に遮られ、 一般の登

山者は近づくことができない。沢登りと岩登りの高

度な技術が要求されるのである。

大小あわせて12段の連濃からなる鋼大滝の全体の

落差は約150mで、最下段は約50m。水音が轟く滝査

からは、細かな飛沫が高々と舞い上がる。空中に放

たれた巨大な水の塊は、生き物のように一瞬一瞬形

を変えながら落下するという 。ある登山家は、その

姿を“狂暴であるが故の美しさ"と表した。

残雪の雪崩と早い冬の到来で、見ることができる

のはわずか 1か月。 “幻の滝"は秘境黒部の象徴で

あり、今も多くの岳人を魅了し続けているのである。
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①

ゴ
ボ
ウ
を
さ
さ
が
き
に
し
、
水
に
放
し
て
ア
ク
を
抜
く
。

②

タ
ラ
の
内
蔵
を
取
り
、
肝
臓
は
別
に
し
て
お
く
。

③

胴
を
ぶ
つ
切
り
に
し
、
薄
い
塩
水
で
洗
う
。

④

鍋
に
水
と
昆
布
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
沸
騰
す
る
寸

前
に
昆
布
を
取
り
出
す
。

⑤

沸
騰
し
て
か
ら
ゴ
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と
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ラ
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臓
も
)
を
入
れ
、

醤
油
と
味
噌
で
調
味
す
る
。

⑥

器
に
盛
っ
て
、
ネ
ギ
を
散
ら
す
。
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※ 県民広報紙「あいの風だよりjは、年2回発行。皆さまのご意見、ご感想、をお寄せ下さい。


